
佐 賀 県 神 社 庁 報（28１号）                令和４年２月１日発行 

1 

 

学
神
祭
斎
行
並
び
に
講
書
始
め
の
儀 

 

去
る
一
月
十
一
日
、
平
和
会
館
三
階
「
神
殿

の
間
」
に
於
い
て
新
年
恒
例
の
佐
賀
県
神
社
庁

学
神
祭
が
斎
行
さ
れ
、
永
代
副
庁
長
を
斎
主
に
、

祭
員
は
堤
雄
神
社
橋
富
太
市
郎
禰
宜
（
杵
島
地

区
西
支
部
）
、
妻
山
神
社
永
代
優
仁
禰
宜
（
杵

島
地
区
東
支
部
）
、
天
子
神
社
北
村
建
治
宮
司

（
藤
津
地
区
支
部
）
、
伶
人
は
、
笙
：
古
川
勝

茂
神
青
会
長
、
篳
篥
：
福
川
明
成
神
青
副
会
長
、

龍
笛
：
大
島
仁
志

神
青
事
務
局
長
が

奉
仕
し
た
。 

当
日
は
、
德
久

神
社
庁
長
を
始
め
、

神
社
総
代
会
役
員

他
関
係
者
約
五
十

五
名
が
参
列
し
、

次
第
に
則
り
執
り

進
め
ら
れ
、「
講
書

始
め
の
儀
」
で
は
、
八
幡
神
社
宮
司 

八
幡
崇

経
宮
司
に
よ
り
「
神
宮
大
麻
頒
布
制
度
一
五
〇

年
を
迎
え
て
」
と
題
し
、
御
講
義
を
戴
い
た
（
講

演
録
後
掲
）。 

次
に
、
斎
主
に
続
き
、
神
社
庁
長
、
神
社
総

代
会
副
会
長
、
講
師
、
各
指
定
団
体
代
表
が
玉

串
を
奉
り
拝
礼
。
祭
典
終
了
後
に
は
祝
意
表
明

が
行
わ
れ
、
本
年
目
出
度
く
米
寿
の
齢
を
迎
え

ら
れ
た
森
義
隆
熊
野
神
社
宮
司
へ
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
。 

 

❖

祝

意

表

明

（

令

和

三

年

度

）

❖ 

一
、
米
寿
（
昭
和
十
年
生
） 

 

○
仁
比
山
神
社

宮
司 

朝
日 

晃
司 

殿 

 

○
熊
野
神
社
宮
司 
森 

 

義
隆 

殿 

 

❖

講

 

書

 

始

 

め

 
の

 

儀

❖ 

神
宮
大
麻
頒
布
制
度
一
五
〇
年
を
迎
え
て 

八
幡
神
社
宮
司 

八
幡 
崇
経 

 

 

は
じ
め
に 

 

本
年
は
神
宮
大
麻
一
五
〇
年
と
の
こ
と
で

す
が
、
こ
れ
は
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に

現
在
の
よ
う
な
神
宮
大
麻
が
創
設
さ
れ
、
そ

れ
が
は
じ
め
て
実
際
に
頒
布
さ
れ
た
の
は
翌

六
年
分
か
ら
で
す
の
で
、
そ
れ
か
ら
数
え
て

一
五
〇
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ち
な

み
に
戦
後
七
七
年
目
を
迎
え
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
神
宮
大
麻
頒
布
の
一
五
〇
年
の
期
間
の
半

分
が
戦
後
の
期
間

に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
は
、
前

半
が
官
制
す
な
わ

ち
国
家
管
理
の
時

代
、
後
半
は
国
の

制
度
か
ら
離
れ
た

宗
教
法
人
の
制
度

の
な
か
で
の
歴
史

で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。 
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国
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げ
ま
し
ょ
う 



佐 賀 県 神 社 庁 報（28１号）                令和４年２月１日発行 

2 

 

 
現
代
か
ら
振
り
か
え
る
と
、
明
治
初
年
の

王
政
復
古
に
と
も
な
っ
て
国
民
教
化
の
中
核

に
す
え
ら
れ
た
神
道
が
、
教
化
の
方
法
を
模

索
し
た
激
動
の
時
代
だ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
神
宮
大
麻
も
そ
の
国
民
教
化
の
一
つ
で

し
た
の
で
、
そ
の
お
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
変
遷
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
制
度
の
変
遷

を
申
し
述
べ
、
神
宮
大
麻
の
意
義
を
再
確
認

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
一
五
〇
年
を
迎
え

る
今
年
あ
ら
た
め
て
行
う
事
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
ま
た
、
今
の
宗
教
法
人
下
の
時

代
の
な
か
で
、
神
社
界
と
し
て
ど
の
よ
う
に

あ
る
べ
き
か
を
問
い
直
す
機
会
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。 

 
  

①
神
宮
改
革 

慶
応
四
年
王
政
の
復
古
は
、
国
の
有
り
様
を
、

そ
れ
ま
で
の
幕
藩
体
制
か
ら
王
政
へ
の
復
古

を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
の
基
本
理
念
は
、
「
神

武
創
業
の
始
め
」
を
基
本
と
す
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
諸
制
度
を
一
新
し
て
、
「
祭
政
一
致
」

の
政
治
制
度
に
も
ど
す
こ
と
が
う
た
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
神
祇
官
の
再
興
が
仰
せ

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
政
一
致
の
詔
（
慶
応
四

（
一
八
六
八
）
年
三
月
） 

「
此
度
王
政
復
古
，
神
武
創
業
ノ
始
ニ
被
為

基
，
諸
事
御
一
新
，
祭
政
一
致
之
御
制
度
ニ
御

復
被
遊
候
ニ
付
テ
ハ
，
先
第
一
神
祇
官
御
再
興
」 

こ
れ
を
う
け
て
同
年
の
明
治
元
年
に
は
神

祇
官
を
復
興
し
、
明
治
二
年
七
月
に
は
宣
教
使

を
お
き
ま
す
。
明
治
三
年
に
は
「
大
教
宣
布
の

詔
」
が
だ
さ
れ
、
挙
国
一
致
の
体
制
の
た
め
の

国
民
教
化
、
す
な
わ
ち
国
を
挙
げ
て
の
神
道
を

基
本
に
し
た
教
化
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。 

「
今
や
天
運
循
環
、
百
度
維
れ
新
な
り
。
宜

し
く
治
教
を
明
ら
か
に
し
、
以
て
惟
神
の
大
道

を
宣
揚
す
べ
き
な
り
」 

こ
う
し
て
明
治
に
な
り
「
国
民
教
化
」
、
す

な
わ
ち
神
道
に
基
づ
く
国
民
教
化
が
お
こ
な

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
神
社
に
対
す
る
考

え
方
は
、
明
治
四
年
五
月
に
「
神
社
の
儀
は
国

家
の
宗
祀
に
て
、
一
人
一
家
の
私
有
に
す
べ
き

に
非
ざ
る
は
勿
論
の
事
」
と
さ
れ
ま
し
た
。 

明
治
四
年
七
月
に
は
伊
勢
の
神
宮
に
お
い

て
国
家
管
理
と
す
る
制
度
改
革
が
お
こ
な
わ

れ
、
職
制
、
祭
典
行
事
、
経
営
方
法
な
ど
が
大

き
く
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
職
制
は
、

伝
統
的
な
家
柄
で
そ
の
役
割
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
禰
宜
、
権
禰
宜
、
大
物
忌
父
な
ど

あ
ら
ゆ
る
職
掌
は
、
内
宮
と
外
宮
で
異
な
り
、

両
宮
が
別
々
に
祭
典
を
奉
仕
し
現
在
の
よ
う

に
兼
務
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
改

革
に
際
し
、
一
端
全
神
職
が
解
雇
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
回
の
と
り
あ
げ
る
神
宮
大
麻
の
問

題
に
し
て
も
、
御
師
の
時
代
に
全
国
に
頒
布
し

て
い
た
神
札
が
明
治
四
年
に
突
然
な
く
な
っ

た
後
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

神
宮
の
も
う
一
つ
大
き
な
改
革
は
御
師
制

度
の
廃
止
で
す
。
御
師
と
は
、
神
宮
の
神
主
が

全
国
各
地
に
信
者
を
も
ち
（
檀
家
）
、
毎
年
神

札
を
配
布
し
、
伊
勢
参
宮
を
勧
め
、
伊
勢
の
信

仰
を
全
国
各
地
に
広
め
た
立
役
者
で
し
た
。
御

師
は
神
宮
内
に
確
た
る
制
度
の
根
拠
と
な
る

も
の
は
な
く
、
伊
勢
信
仰
を
広
め
る
過
程
で
伊

勢
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
々
で
す
。
神
宮
の
神
札

は
、
本
来
は
神
宮
の
祭
典
に
使
用
し
た
祓
具
を

包
ん
で
授
与
し
た
も
の
が
始
ま
り
で
す
が
、
各

神
宮
神
主
が
こ
の
御
師
に
請
け
負
わ
せ
て
全

国
津
々
浦
々
に
配
布
し
て
い
ま
し
た
。
今
の
よ

う
な
四
角
い
神
札
（
神
宮
大
麻
）
に
し
て
配
布

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
四
年
の
改
革

以
降
の
も
の
で
す
。 

 

②
神
宮
神
社
を
と
り
ま
く
教
化
活
動 

神
宮
大
麻
の
頒
布
の
変
遷
を
申
し
述
べ
る

前
に
、
明
治
四
年
の
神
宮
改
革
以
後
の
動
き
を

述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

伊
勢
の
神
宮
で
は､

明
治
四
年
七
月
に
神
宮

司
庁
が
設
置
さ
れ
た
。
明
治
五
年
に
教
導
職

養
成
の
組
織
と
し
て
「
神
宮
教
院
」
が
お
か

れ
、
各
地
に
神
宮
教
会
が
お
か
れ
ま
し
た
。

明
治
十
五
年
に
は
神
官
教
導
職
分
離
に
よ
り

神
宮
教
院
と
神
宮
司
庁
が
分
離
さ
れ
、
一
部
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は
教
派
神
道
と
な
る
と
と
も
に
、
明
治
三
十

二
年
に
は
財
団
法
人
神
宮
奉
斎
会
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
神
宮
教
院
は
、
教
導
の
機
関
で

あ
る
と
と
も
に
、
各
地
の
神
社
、
神
職
、
教

導
職
な
ど
が
連
携
し
て
、
神
宮
教
化
活
動
の

一
端
を
担
い
ま
し
た
。
ま
た
愛
国
講
社
や
の

ち
の
神
風
講
社
、
そ
れ
ま
で
の
伊
勢
講
の
講

社
を
再
編
す
る
役
割
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

教
導
の
一
環
と
し
て
「
邪
教
」
の
防
御
や
キ

リ
ス
ト
教
対
策
で
あ
っ
た
一
面
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
ま
た
こ
の
組
織
の
運
営
費
は
、
神

宮
大
麻
の
初
穂
料
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

ま
た
政
府
は
明
治
五
年
に
神
仏
に
よ
る
合

同
教
導
を
お
こ
な
う
場
と
し
て
「
大
教
院
」

を
創
設
し
全
国
に
支
部
を
配
置
し
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
神
仏
と
の
教
化
の
違
い
に
よ
り

明
治
八
年
に
大
教
院
は
解
散
。
そ
れ
を
引
き

継
い
だ
の
が
神
道
事
務
局
で
す
。
そ
の
神
道

事
務
局
の
一
部
が
明
治
十
五
年
に
皇
典
講
究

所
と
な
り
神
職
養
成
機
関
の
役
割
も
担
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
國
學
院
大
学
の
前
身
と
な

っ
た
も
の
で
す
。 

ま
た
明
治
三
十
一
年
に
は
神
宮
と
は
直
接

関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
「
全
国
神
職
会
」
が
結

成
さ
れ
、
の
ち
に
大
日
本
神
祇
会
と
な
り
ま

す
。
昭
和
二
年
か
ら
、
こ
の
機
関
を
通
じ
て

全
国
の
神
社
か
ら
神
宮
大
麻
が
頒
布
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
神
宮
奉
斎

会
、
皇
典
講
究
所
、
大
日
本
神
祇
会
に
よ
り

戦
後
、
神
社
本
庁
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

③
神
宮
大
麻
の
意
義 

神
宮
改
革
の
明
治
四
年
十
二
月
に
、
神
宮
大

宮
司
は
大
麻
頒
布
が
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り

「
辺
境
の
人
民
等
終
に
崇
敬
の
道
を
閉
塞
す

る
姿
と
な
り
も
う
す
べ
き
や
も
計
り
が
た
く
」

「
海
内
遍
頒
給
様
い
た
し
た
く
」
と
の
主
旨
で

神
祇
省
宛
に
誓
願
を
し
、
許
可
を
得
て
神
宮
大

麻
頒
布
が
許
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
際
に
、
現
在
の
よ
う
な
「
天
照
皇
大
神
宮
」

と
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
無
か
っ
た
朱
の
雲
形
御
璽

と
大
神
宮
司
の
印
が
捺
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で

の
お
祓
い
大
麻
と
は
違
っ
た
神
札
と
し
て
奉

製
さ
れ
ま
し
た
。 

明
治
五
年
四
月
一
日
、
大
宮
司
北
小
路
随
光

に
よ
り
、
内
宮
中
重
で
神
宮
大
麻
御
璽
奉
行
式

が
お
こ
な
わ
れ
、
祝
詞
に
は
「
天
皇
の
大
命
も

ち
て
天
の
益
人
等
に
朝
に
夕
に
皇
大
御
神
の

大
前
を
慎
敬
ひ
拝
令
め
給
ふ
と
し
て
今
年
よ

り
始
め
て
畏
き
大
御
璽
を
天
の
人
民
の
家
々

に
漏
れ
落
ち
る
事
な
く
頒
給
は
む
と
す
」
と
あ

り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
新
設
さ
れ
た
神
宮
大

麻
で
す
が
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
大
き

く
三
種
類
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
①
お
祓
い
大

麻
（
儀
礼
上
）
、
②
ご
神
体
（
信
仰
者
と
し

て
の
意
義
）
、
③
大
御
璽
（
国
民
教
化
の
意

義
）
。
こ
の
よ
う
な
複
数
の
意
義
が
あ
る
こ

と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
今
ふ
り
返
っ
た

神
宮
の
お
神
札
の
歴
史
や
、
と
り
ま
く
制
度

の
変
遷
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
頒
布
大
麻
と
神
宮
社
頭
で
の
授
与
大
麻
と

に
混
乱
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
て
き
た
の
で

す
。
そ
の
た
め
明
治
三
十
二
年
に
、
そ
れ
ぞ

れ
公
的
（
頒
布
大
麻
）
な
も
の
と
私
的
（
授

与
大
麻
）
な
意
義
が
区
別
さ
れ
、
祝
詞
も
そ

の
よ
う
に
別
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ

の
後
も
問
題
が
残
っ
た
の
は
、
神
札
銘
が
全

く
同
じ
だ
っ
た
こ
と
や
、
戦
後
、
授
与
大
麻

が
剣
祓
か
ら
角
祓
に
変
更
に
な
り
、
見
分
け

が
つ
か
な
く
な
っ
た
こ
と
も
一
因
か
と
思
い

ま
す
。 

 

以
上
の
よ
う
な
変
遷
は
あ
り
な
が
ら
も
、
今

日
的
な
意
義
と
し
て
も
、
神
社
本
庁
の
本
宗
た

る
伊
勢
の
神
宮
を
中
心
と
し
た
神
道
教
化
の

目
的
は
、
「
高
天
原
神
話
に
源
を
発
す
る
わ
が

民
族
の
信
仰
伝
統
を
正
し
く
継
承
」
す
る
た
め

に
、
「
天
皇
と
神
社
神
道
と
い
う
、
斯
道
に
と

っ
て
根
幹
と
な
す
部
分
」
と
し
て
伝
え
て
い
く

こ
と
で
す
。
神
宮
大
麻
こ
そ
そ
の
象
徴
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
代
の
様
々
な
宗

教
と
は
異
な
り
、
日
本
の
歴
史
文
化
の
伝
統
を
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守
り
伝
え
る
皇
室
を
中
心
と
し
た
神
社
神
道

と
し
て
、
神
宮
大
麻
の
意
義
を
再
認
識
す
べ
き

か
と
思
い
ま
す
。 

  

行
事
予
定  

二
月 

 
 

七
日 

第
二
十
回
神
道
政
治
連
盟
時
局 

対
策
連
絡
会
議 
於
自
民
党
本
部 

 
 

八
日 

初
任
神
職
研
修
会
（
～
九
日
） 

於
神
社
庁 

 

十
一
日 

建
国
記
念
祭 

 

於
護
國
神
社 

 
 

 
 

 

東
松
浦
地
区
西
支
部
建
国
記
念 

の
日
奉
祝
式
典 

於
玄
海
町
町
民
会
館 

 

十
五
日 

神
青
会
役
員
会 

 

於
神
社
庁 

 

十
六
日 

第
五
回
教
化
委
員
会 

於
神
社
庁 

 

十
七
日 

佐
嘉
神
社
・
松
原
神
社
祈
年
祭 

 

十
九
日 

第
十
一
回
教
育
関
係
神
職
協
議

会
九
州
地
区
研
修
会 

（
～
二
十
日
） 

 

於
武
雄
市 

二
十
四
日 

第
十
九
回
神
道
政
治
連
盟
九
州 

各
県
本
部
長
・
幹
事
長
・
事
務 

局
長
会 

 
 

 
 

於
宮
崎
県 

二
十
八
日 

神
社
庁
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了 

奉
告
祭 

 
 

 

於
平
和
会
館 

 
 

 
 

 

役
員
会 

 
 

 
 

於
神
社
庁 

三
月 

 
 

二
日 

神
社
庁
支
部
長
会  

於
神
社
庁 

 
 

 
 

 

神
社
庁
協
議
員
会 

於
平
和
会
館 

 
 

五
日 

神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
祭 

 
 

 
 

 

春
季
頒
布
推
進
会
議 

 

於
神
宮 

 
 

六
日 

祐
徳
稲
荷
神
社
例
祭 

 
 

七
日 

九
州
地
区
神
社
庁
長
・
参
事
会 

於
福
岡
県 

 
 

九
日 

理
事
予
定
者
会 

 

於
神
社
庁 

 

十
一
日 

東
日
本
大
震
災
慰
霊
復
興
祈
願 

祭 
 

 
 

 
 

於
護
國
神
社 

 

十
五
日 

千
栗
八
幡
宮
祈
年
祭 

 

十
七
日 

神
社
庁
長
会 

 
 

 

於
本
庁 

二
十
三
日 

役
員
会 

 
 

 
 

 

新
旧
役
員
会 

 
 

於
神
社
庁 

二
十
五
日 

神
社
総
代
会
役
員
・
支
部
長
会 

於
神
社
庁 

 
 

 
 

 
総
代
会
評
議
員
会 

於
平
和
会
館 

二
十
八
日 

九
州
地
区
教
化
連
絡
会
議 於

熊
本
県  

※
注 

赤
字
は
中
止
（
又
は
延
期
）
と
な
っ
た

も
の 

   

 

事
務
連
絡  

令
和
四
年
一
月
五
日
附
総
神
発
第
二
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
処 

方
法
の
再
確
認
に
つ
い
て 

此
度
、
包
括
下
神
社
に
お
い
て
初
の
ク
ラ
ス

タ
ー
感
染
（
集
団
感
染
）
事
例
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。 

当
該
神
社
に
お
い
て
は
、
換
気
や
密
の
回
避
、

手
指
の
消
毒
と
い
っ
た
基
本
的
な
対
策
を
行

っ
て
ゐ
た
に
も
拘
ら
ず
感
染
し
た
や
う
で
あ

り
、
感
染
力
が
強
い
と
さ
れ
る
変
異
株
の
流
行

が
始
ま
る
な
ど
、
再
び
感
染
拡
大
の
兆
候
が
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
祭
祀
の
厳
修
に
留
意
し
つ
つ

感
染
対
策
に
遺
漏
の
な
い
や
う
、
左
記
の
通
知

を
あ
ら
た
め
て
確
認
戴
く
と
共
に
、
万
一
感
染

者
が
発
生
し
た
場
合
に
は
速
や
か
に
貴
庁
へ

報
告
す
る
や
う
管
内
神
社
に
対
し
御
指
導
願

ひ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に 

伴
ふ
神
社
の
対
応
に
つ
い
て 

 

（
総
神
発
第
九
五
号
・
令
和
二
年
二
月
二
十 

日
附
、
神
社
本
庁
総
長
名
・
都
道
府
県
神
社 

庁
長
宛
） 

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応 
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に
つ
い
て 

 
（
総
神
発
第
一
一
四
号
・
令
和
二
年
二
月
二 

十
八
日
附
、
神
社
本
庁
総
長
名
・
都
道
府
県 

神
社
庁
長
宛
） 

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
時
に 

お
け
る
対
応
に
つ
い
て 

 

（
総
神
発
第
一
五
五
号
・
令
和
二
年
三
月
二 

十
四
日
附
、
神
社
本
庁
総
長
名
・
都
道
府
県 

神
社
庁
長
宛
） 

一
、
神
社
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感 

染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て 

 

（
総
神
発
第
五
七
〇
号
・
令
和
二
年
十
月
二 

日
附
、
神
社
本
庁
総
長
名
・
都
道
府
県
神
社 

庁
長
宛
） 

一
、
神
社
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感 

染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
に
つ 

い
て 

 

（
総
神
発
第
六
九
〇
号
・
令
和
二
年
十
一
月 

十
七
日
附
、
神
社
本
庁
総
長
名
・
都
道
府
県 

神
社
庁
長
宛
） 

一
、
神
社
施
設
に
お
け
る
換
気
環
境
の
調
査
結 

果
に
つ
い
て 

 

（
総
神
発
第
七
七
〇
号
・
令
和
二
年
十
二
月 

二
十
二
日
附
、
神
社
本
庁
総
長
名
・
都
道
府 

県
神
社
庁
長
宛
） 

以 

上 
 

令
和
四
年
一
月
七
日
附
総
神
発
第
四
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
管
内
神
社
に
お
け
る
火
災
予
防
に
つ
い
て 

標
記
の
件
、
昨
年
末
よ
り
失
火
に
よ
る
と

思
は
れ
る
社
務
所
の
火
災
が
連
続
し
て
を

り
、
中
に
は
神
職
の
人
命
に
関
は
る
事
案
も

確
認
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
管
内
神
社
関
係
者
に
、

昭
和
六
十
一
年
一
月
二
十
日
附
通
達
第
一
号

「
火
災
の
防
止
に
つ
い
て
」
及
び
昭
和
六
十

三
年
五
月
十
七
日
附
通
達
第
三
号
「
火
災
・

盗
難
防
止
に
つ
い
て
」（
『
神
社
本
庁
規
程
類

集
』
参
照
）
を
あ
ら
た
め
て
御
確
認
の
上
、

早
期
に
火
災
防
止
の
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
や

う
、
周
知
方
を
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

ま
た
毎
年
、
放
火
と
疑
は
れ
る
不
審
火
が

火
災
の
原
因
の
多
く
を
占
め
て
を
り
ま
す
の

で
、
警
察
当
局
と
の
更
な
る
協
力
体
制
の
下

で
犯
罪
防
止
に
万
全
を
期
さ
れ
る
と
共
に
、

万
一
神
社
で
火
災
が
起
き
た
際
に
は
、
三
月

以
内
を
目
途
に
神
社
被
害
報
告
書
（
神
社
庁

経
由
の
上
）
を
提
出
す
る
や
う
、
管
内
神
社

に
御
指
導
願
ひ
ま
す
。 

以 

上 
 

  

令
和
四
年
一
月
七
日
附
研
修
発
第
七
号
の
二 

神
社
本
庁
総
合
研
究
所
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
令
和
四
年
直
轄
研
修
開
催
の
件 

標
記
の
件
、
別
添
「
神
社
本
庁
総
合
研
究

所
公
示
」
の
通
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
各
研

修
の
開
催
に
際
し
て
は
、
左
の
点
留
意
さ

れ
、
受
講
者
を
御
推
薦
願
ひ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

（
一
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策 

を
念
頭
に
置
い
て
開
催
す
る
こ
と
を 

御
諒
承
下
さ
い
。 

（
二
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
各 

第
防
止
に
向
け
て
、
別
添
公
示
に
記 

載
の
通
り
対
応
し
て
参
り
ま
す
が
、 

感
染
症
の
流
行
状
況
等
に
よ
っ
て
は 

研
修
を
中
止
す
る
場
合
お
充
分
に
あ 

り
得
ま
す
の
で
、
予
め
御
諒
承
願
ひ 

ま
す
。 

（
三
）
従
前
に
比
べ
、
受
入
れ
人
数
を
制
限 

し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
申
込
者
が
超 

過
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

入
所
申
込
書
（
本
紙
）
が
神
社
本
庁 

に
到
着
し
た
時
点
を
以
て
受
付
と 

し
、
事
前
の
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・ 

メ
ー
ル
等
で
の
予
約
は
受
付
け
ま
せ 

ん
の
で
、
予
め
御
諒
承
下
さ
い
。 
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（
四
）
指
導
神
職
研
修
・
中
堅
神
職
研
修
に 

つ
い
て
は
、
特
に
希
望
者
が
多
く
見 

込
ま
れ
ま
す
の
で
、
当
面
の
間
、
各 

県
一
名
の
参
加
を
原
則
と
し
ま
す
。 

（
五
）
明
階
基
礎
研
修
・
正
階
基
礎
研
修
に 

つ
い
て
、
県
内
で
複
数
名
の
希
望
者 

が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
優
先
順
位
を 

付
し
た
上
で
推
薦
さ
れ
ま
す
や
う
お 

願
ひ
し
ま
す
。 

（
六
）
指
導
者
養
成
研
修
等
に
つ
い
て
は
改 

め
て
通
知
及
び
公
示
を
し
ま
す
の 

で
、
併
せ
て
御
承
知
置
き
下
さ
い
。 

（
七
）
『
月
刊
若
木
』
令
和
四
年
二
月
号
、
及 

び
「
神
社
新
報
」
令
和
四
年
一
月
十 

七
・
二
十
四
日
発
行
号
の
紙
面
に
本 

件
公
示
を
予
定
し
て
を
り
ま
す
の 

で
、
御
承
知
置
き
下
さ
い
。 

以 

上 
 

 

令
和
四
年
一
月
十
一
日
附
本
奉
発
第
三
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
令
和
三
年
度
春
季
「
親
子
参
宮
団
」
の 

中
止
に
つ
い
て 

標
記
の
件
、
例
年
企
画
を
推
奨
し
て
を
り

ま
す
「
親
子
参
宮
団
」
に
つ
き
ま
し
て
、
令

和
三
年
度
夏
季
実
施
分
に
続
き
令
和
四
年
の

春
季
実
施
分
に
つ
い
て
も
、
未
だ
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
え
ぬ
状
況

で
す
の
で
、
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断

致
し
ま
し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
庁
管
内
へ
そ
の
旨
御

周
知
の
程
宜
し
く
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

以 

上 
 

 

令
和
四
年
一
月
十
七
日
附 

一
般
財
団
法
人
神
道
文
化
会
会
長
名
・
推
薦
委
員
宛 

▼
神
道
文
化
会
表
彰
の
推
薦
方
御
依
頼
に 

つ
い
て 

一
、
期 

限 

令
和
四
年
三
月
十
五
日
迄 

一
、
規
程
（
抄
） 

 
 

㈠ 

多
年
神
道
文
化
高
揚
に
精
励
し
、 

そ
の
功
績
抜
群
な
る
個
人
も
し
く 

は
団
体 

 
 

㈡ 
神
道
文
化
に
関
す
る
学
術
研
究
に 

お
い
て
、
そ
の
功
績
の
顕
著
な
る 

も
の 

 
 

㈢ 

神
道
な
ら
び
に
神
社
に
関
す
る
広 

報
・
教
化
活
動
に
お
い
て
、
そ
の 

功
績
顕
著
な
る
も
の 

 
 

㈣ 

神
道
関
係
団
体
に
お
い
て
、
そ
の 

活
動
が
優
秀
な
る
も
の 

 
 

㈤ 

神
道
文
化
高
揚
の
た
め
功
労
あ
る 

も
の 

※
㈡
～
㈣
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、 

規
定
の
用
紙
及
び
資
料
（
出
版
物
な
ど
） 

や
活
動
報
告
書
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

詳
し
く
は
神
社
庁
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。 

 

令
和
四
年
一
月
十
七
日
附 

一
般
財
団
法
人
神
道
文
化
会
会
長
名
・
推
薦
委
員
宛 

▼
神
道
芸
能
普
及
受
給
者
の
推
薦
方
御
依
頼 

に
つ
い
て 

一
、
期 

限 

令
和
四
年
三
月
末
日 

一
、
規
程
（
抄
）
「
神
道
芸
能
」
に
つ
い
て 

 
 

㈠ 

歴
史
的
民
族
的
に
神
道
及
び
神
社 

と
関
わ
り
あ
る
音
楽
な
ら
び
に
舞 

踊
（
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の 

を
含
む
・
以
下
同
じ
） 

 
 

㈡ 

神
道
行
事
に
関
わ
る
音
楽
な
ら
び 

に
舞
踊 

 
 

㈢ 

神
社
祭
祀
に
関
わ
る
音
楽
な
ら
び 

に
舞
踊 

 
 

㈣ 

神
道
文
化
昂
揚
普
及
に
関
わ
る
音 

楽
な
ら
び
に
舞
踊 

一
、
申
請
書
類
に
つ
い
て 

 
 

 

①
該
当
団
体
に
つ
い
て 

 
 

 
 

・
団
体
名
（
及
び
代
表
者
） 

 
 

 
 

・
設
立
年
月
日 

 
 

 
 

・
住
所
（
事
務
局
） 
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・
活
動
概
要 

 
 

 

②
過
去
三
年
間
の
活
動
状
況 

 
 

 
③
他
の
補
助
金
の
状
況 

 
 

 

④
普
及
費
の
主
な
使
用
目
的 

右
記
①
～
④
が
分
か
る
よ
う
作
成
下
さ
い
。 

詳
し
く
は
神
社
庁
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。 

 

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日
附
総
神
収
第
一
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物 

等
の
発
見
事
例
の
提
供
等
に
つ
い
て 

 

標
記
の
件
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ

Ｃ
Ｂ
）
廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
政
府

が
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
の
公
告
に
よ
り
周
知

を
行
っ
て
ゐ
ま
す
が
、
「
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
）
」
が
平

成
二
十
八
年
八
月
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
基

づ
き
、
濃
度
別
及
び
地
域
別
に
定
め
ら
れ
た

期
限
内
に
処
分
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
期
限
を
過

ぎ
る
と
事
実
上
処
分
が
出
来
な
く
な
る
と
共

に
、
厳
格
な
管
理
の
も
と
保
管
せ
ね
ば
な
ら

な
く
な
り
、
罰
則
も
設
け
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。 

 

此
度
、
文
化
庁
宗
務
課
か
ら
日
本
宗
教
連

盟
を
通
じ
て
別
紙
の
通
り
、
管
理
す
る
施
設

内
で
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
保
管
し
て
ゐ

な
い
か
等
の
確
認
と
処
分
手
続
き
の
周
知
に

つ
い
て
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

神
社
に
お
い
て
は
、
変
圧
器
や
コ
ン
デ
ン

サ
ー
な
ど
の
電
気
機
器
を
参
集
殿
や
会
館
、

社
務
所
等
で
使
用
し
て
ゐ
る
事
例
の
他
、
昭

和
五
十
二
年
三
月
ま
で
に
建
築
・
改
修
さ
れ

た
建
物
に
業
務
用
・
施
設
用
の
蛍
光
灯
・
水

銀
灯
等
の
照
明
器
具
の
安
定
器
（
昭
和
三
十

二
年
一
月
か
ら
昭
和
四
十
七
年
八
月
ま
で
に

国
内
で
製
造
さ
れ
た
も
の
）
を
使
用
し
て
ゐ

る
事
例
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

 

つ
い
て
は
、
参
考
資
料
と
し
て
提
供
の
あ

っ
た
「
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）

使
用
製
品
及
び
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
期
限
内
処

理
に
向
け
て
」「
掘
り
起
こ
し
調
査
等
に
お
け

る
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
等
の
発
見
事
例
」

「
計
画
的
処
理
完
了
期
限
後
に
発
見
さ
れ
た

継
続
保
管
事
例
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
添
へ

て
通
知
致
し
ま
す
の
で
、
管
下
神
社
に
対
し

御
周
知
下
さ
る
や
う
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

以 

上 
 

※
詳
し
く
は
同
封
の
通
知
（
写
）
※
宮
司
の
み 

及
び
、
環
境
省
・
経
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

等
を
御
覧
下
さ
い
。 

 

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日
附
総
神
収
第
三
一
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
文
化
庁
が
実
施
す
る
「
宗
教
法
人
の
行 

う
事
業
に
関
す
る
調
査
」
の
回
答
期
限 

延
長
に
つ
い
て 

 

標
記
の
件
、
令
和
三
年
十
二
月
十
日
附
総

神
収
第
七
七
六
号
を
以
て
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
、
文
化
庁
が
実
施
す
る
「
宗
教
法
人
の
行

ふ
事
業
に
関
す
る
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
そ

の
回
答
締
切
が
延
長
さ
れ
て
本
年
二
月
末
日

迄
と
な
り
、
そ
の
旨
の
周
知
と
回
答
へ
の
協

力
依
頼
が
日
本
宗
教
連
盟
を
通
じ
て
あ
り
ま

し
た
の
で
、
当
該
文
書
（
写
）
を
添
付
し
て

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
庁
管
内
の
調
査
対
象

神
社
に
周
知
戴
き
度
く
、
宜
し
く
お
願
ひ
申

上
げ
ま
す
。 

以 

上 
 

※
宮
司
に
は
当
該
文
書
（
写
）
同
封
。 

  

◇
◆
◇
教
化
委
員
た
よ
り
◇
◆
◇  

千
栗
八
幡
宮
禰
宜 

東 

孝
澄 

 

二
年
ほ
ど
前
、
祈
年
祭
も
終
わ
り
境
内
の
賑

や
か
さ
も
落
ち
着
き
少
し
ず
つ
温
か
く
な
り

始
め
た
三
月
末
日
の
こ
と
、
宮
司
と
二
人
で
翌

月
一
日
に
あ
る
月
次
祭
の
為
に
境
内
を
掃
除

し
て
い
た
と
き
に
、
突
然
け
た
た
ま
し
い
カ
ラ

ス
の
鳴
き
声
と
共
に
「
あ
！
や
ら
れ
た
！
」
と

い
う
参
拝
者
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
ふ
と
本
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殿
の
ほ
う
を
振
り

向
く
と
、
大
き
く

羽
根
を
広
げ
た
灰

色
の
一
羽
の
鳥
が

二
羽
の
カ
ラ
ス
に

追
わ
れ
て
拝
殿
内

に
入
っ
て
い
く
瞬

間
が
見
え
ま
し
た
。
カ
ラ
ス
た
ち
は
拝
殿
の
中

に
ま
で
入
っ
て
い
く
こ
と
は
無
く
近
く
の
木

に
留
ま
っ
て
様
子
を
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
彼
ら
を
追
い
払
っ
て
か
ら
社
殿
の
中
に
い

る
で
あ
ろ
う
灰
色
の
鳥
を
宮
司
と
共
に
見
に

行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
中
に
入
り
探
し
ま
す

と
、
拝
殿
右
隅
に
体
長
が
三
十
セ
ン
チ
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。
あ
ま
り
見
か
け
た
こ
と
の
無
い

鳥
が
ウ
ロ
ウ
ロ
と
落
ち
つ
き
無
く
歩
き
回
っ

て
お
り
ま
し
た
。
ど
う
も
野
生
の
鳥
で
は
な
い

よ
う
な
の
で
、
宮
司
が
米
粒
を
手
の
平
に
乗
せ

て
鳥
の
前
に
差
し
出
し
た
と
こ
ろ
、
鳥
は
そ
の

手
を
つ
た
い
肩
へ
と
移
っ
て
き
ま
し
た
の
で

そ
の
ま
ま
社
務
所
へ
連
れ
て
行
き
保
護
い
た

し
ま
し
た
。 

鳥
は
ホ
ワ
イ
ト
フ
ェ
イ
ス
と
い
う
オ
カ
メ

イ
ン
コ
の
オ
ス
だ
そ
う
で
、
名
前
に
イ
ン
コ
と

つ
い
て
は
お
り
ま
す
が
オ
ウ
ム
の
仲
間
で
、
冠

羽
と
呼
ば
れ
る
頭
の
毛
の
動
き
で
精
神
状
態

が
非
常
に
判
り
や
す
く
、
ま
た
人
の
言
葉
を
真

似
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
よ
う
で
す
が
、
口
笛

で
の
曲
を
真
似
し
た
り
し
て
見
て
い
て
大
変

可
愛
ら
し
い
も
の
で
す
。 

 

私
自
身
、
鳥
を
飼
う
と
い
う
事
は
小
学
生
以

来
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
保
護
を
す
る
と
な

っ
た
時
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
も
の
か
判
ら

ず
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
詳
し
い
方
に
相
談
し

た
り
と
宮
司
と
二
人
で
な
ん
と
か
世
話
を
し

て
、
も
う
す
ぐ
二
年
に
な
り
ま
す
が
、
い
ま
だ

元
気
に
し
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。 

思
え
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
り

始
め
た
頃
か
ら
約
二
年
、
皆
が
不
安
や
世
情
に

よ
り
疲
れ
て
い
る
時
に
も
、
参
拝
に
来
ら
れ
た

皆
樣
や
我
々
職
員
に
も
沢
山
の
元
気
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
彼
に
は
本
当
に
感
謝
を
し
て

お
り
ま
す
。
我
々
神
主
も
、
常
に
人
々
に
元
気

や
希
望
を
与
え
ら
れ
る
存
在
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

千
栗
八
幡
宮
に
は
、
縁
起
の
中
で
壬
生
春
成

が
千
栗
の
山
に
狩
に
来
た
と
き
に
、
弓
の
先
に

鳩
が
留
ま
っ
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
お
り

ま
す
。
千
栗
八
幡
宮
も
鎮
座
よ
り
ま
も
な
く
一

千
三
百
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
宮
司
の

肩
へ
と
留
ま
っ
た
オ
カ
メ
イ
ン
コ
は
ま
さ
に

縁
起
の
再
来
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
ば
か
り

で
す
。 

皆
樣
も
お
近
く
に
お
い
で
の
際
は
、
彼
に
会

い
に
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

  

◇
◆
◇
神
政
連
た
よ
り
◇
◆
◇  

 

ご
紹
介  

武
雄
市
橘
町
大
字
永
島
鎮
座 

 

潮
見
神
社
宮
司 

毛
利
清
彦
氏 

が
、 

近
く
行
わ
れ
る
地
元
議
会
議
員
選
挙
へ
、
立

候
補
の
意
思
を
固
め
ら
れ
ま
し
た
。 

同
氏
は
、
昭
和
三
十
三
年
生
ま
れ
。
塩
田
工

業
高
校
を
卒
業
の
後
、
京
都
国
学
院
に
学
ば

れ
、
昭
和
五
十
五
年
よ
り
太
宰
府
天
満
宮
に

奉
職
さ
れ
ま
し
た
。
現
職
に
は
昭
和
六
十
一

年
よ
り
就
か
れ
て
お
り
、
長
く
福
岡
・
佐
賀

両
県
の
神
社
界
で
活
躍
さ
れ
、
令
和
二
年
、

太
宰
府
天
満
宮
定
年
の
後
は
、
本
務
を
潮
見

神
社
へ
移
し
猶
斯
界
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

  

事 

務 

報 

告  

【
任 

免
】 

■
伊
萬
里
神
社
宮
司 

加
志
田 

浩
一 

 
 

佐
賀
県
伊
万
里
市
東
山
代
町 

 
 

兼
ね
て
青
幡
神
社
宮
司
代
務
者
に
任
ず
る 

 
 

令
和
四
年
一
月
一
日 
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■
七
郎
神
社
宮
司 

百
枝 

直
人 

 
 

佐
賀
県
多
久
市
北
多
久
町 

 
 

兼
ね
て
中
尾
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

佐
賀
県
多
久
市
北
多
久
町 

 
 

兼
ね
て
立
山
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

令
和
四
年
二
月
一
日 

 

■
金
立
神
社
祢
宜 

阿
久
津 

奈
美
恵 

 
 

佐
賀
県
佐
賀
市
金
立
町 

 
 

金
立
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

令
和
四
年
二
月
一
日 

■
金
立
神
社
宮
司 

阿
久
津 

奈
美
恵 

 
 

佐
賀
県
佐
賀
市
高
木
瀬
町 

 
 

兼
ね
て
天
満
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

佐
賀
県
佐
賀
市
金
立
町 

 
 

兼
ね
て
金
立
神
社
下
宮
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

佐
賀
県
佐
賀
市
金
立
町 

 
 

兼
ね
て
住
吉
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

佐
賀
県
佐
賀
市
大
和
町 

 
 

兼
ね
て
妙
見
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

佐
賀
県
佐
賀
市
大
和
町 

 
 

兼
ね
て
國
分
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

佐
賀
県
佐
賀
市
大
和
町 

 
 

兼
ね
て
眞
島
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

佐
賀
県
佐
賀
市
大
和
町 

 
 

兼
ね
て
城
﨑
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

佐
賀
県
佐
賀
市
大
和
町 

 
 

兼
ね
て
印
鑰
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

佐
賀
県
佐
賀
市
大
和
町 

 
 

兼
ね
て
北
村
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

佐
賀
県
佐
賀
市
高
木
瀬
町 

 
 

兼
ね
て
長
瀬
天
満
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

令
和
四
年
二
月
一
日 

【
承 

認
】 

■
規
則
変
更
（
境
内
神
社
創
立
） 

■
建
物
模
様
替 

 
 

鏡
神
社 

唐
津
市
鏡
一
八
二
七
鎮
座 

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日
附 

 

【
御
垣
内
特
別
参
拝
許
可
願
申
請
報
告
】 

■
武
雄
神
社
宮
司 

武
雄 

哲
司 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
一
月
二
十
二
日 

豊
受
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日 

 

・
員 

数 

代
表 

 

朝
日
Ｉ
＆
Ｒ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
株
）
代
表
取
締
役 

 
 

 
 

 
 

 

野
畑 

龍
彦 
他
八
名 

 

■
伊
勢
神
社
宮
司 

古
川 

和
生 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
一
月
三
十
日 

豊
受
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
一
月
三
十
日 

 

・
員 

数 

代
表 

 

佐
賀
市
議
会
議
員 

 
 

 
 

 
 

平
原 

嘉
德 

他
一
名 

 

寄
贈
書
籍
等
目
録
及
び
御
芳
名 

自 

令
和
四
年 

一
月 

 

一
日 

至 
 

 

仝
年 

一
月
三
十
一
日  

・
飛
梅 

令
和
四
年
冬
号 

太
宰
府
天
満
宮
社
務
所 

様 

・
熊
本
県
神
社
庁
報 

第
一
六
八
号 

熊
本
県
神
社
庁
長
宮
﨑
國
忠 

様 

・
鵜
戸 

v
o
l
.

九
三 

鵜
戸
神
宮
社
務
所 

様 

・
い
や
比
古 

第
三
〇
六
号 

彌
彦
神
社
社
務
所 

様 

・
浪
速
文
叢 

第
三
三
号 

一
般
財
団
法
人
大
阪
国
学
院
理
事
長 

渡
邉
紘
一 

様 

・
庁
報 

不
盡 

第
一
四
一
号 

静
岡
県
神
社
庁 

様 

・
砥
鹿 

第
一
四
〇
号 砥

鹿
神
社
社
務
所 

様 
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・
長
崎
縣
神
社
廳
報 

第
八
一
号 

長
崎
県
神
社
庁 

様 

・
國
見 
第
二
二
二
号 

・
令
和
三
年
度 

第
一
九
回
茨
城
の
神
社
と 

祭
り 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
集 

茨
城
県
神
社
庁 

様 

・
お
明
神
さ
ま 

第
二
四
四
号 三

嶋
大
社 

様 

・
富
が
岡 

№
一
〇
三 

富
岡
八
幡
宮
社
務
所 

様 

・
し
お
が
ま
さ
ま 

第
一
八
七
号 

志
波
彦
神
社
鹽
竈
神
社
社
務
所 
様 

・
樽
前
山 

第
九
九
号 

樽
前
山
神
社
社
務
所 

様 

・
高
知
県
神
社
庁
報 

第
八
四
五
号 

高
知
県
神
社
庁 

様 

・
景
仰 

第
六
八
号 

常
盤
神
社
宮
司
寺
内
義
與 

様 

・
廳
報
新
潟 

第
一
二
四
号 

新
潟
県
神
社
庁 

様 

・
石
清
水 

第
一
二
一
号 

石
清
水
八
幡
宮
宮
司
田
中
恆
清 

様 

・
あ
ゝ
楠
公
さ
ん 

第
一
四
号 

湊
川
神
社
宮
司
垣
田
宗
彦 

様 

・
み
や
し
ろ 

第
一
七
四
号 

石
川
県
神
社
庁 

様 

・
石
川
う
じ
せ
い 

第
六
号 

石
川
県
氏
子
青
年
連
合
会 

様 

・
む
す
び 

第
一
五
七
号 

生
田
神
社 

様 

・
東
神 

№
一
〇
一
三 

・
奉
祝
記
念
誌
『
令
和
の
御
代
を
こ
と
ほ
ぐ
』 

東
京
都
神
社
庁 

様 

・
香
取 

第
一
一
九
号 

・
香
取 

第
一
二
〇
号 香

取
神
宮
崇
敬
会 

様 

・
平
安
楽
土 

第
八
七
号 

平
安
神
宮
社
務
所 

様 

・
霧
島
山 

第
一
四
七
号 

霧
島
神
宮
社
務
所 

様 
・
靖
國 

第
七
九
八
号 

靖
國
神
社 

様 

・
あ
し
か
ひ 

第
一
二
〇
号 大

阪
府
神
社
庁 

様 

・
相
模 

第
五
二
七
号 寒

川
神
社
社
務
所 

様 

・
み
つ
み
ね
山 

第
二
五
五
号 

三
峯
神
社
社
務
所 

様 

・
木
國 

第
五
八
号 

和
歌
山
県
神
社
庁 

様 

・
結
成
五
十
周
年
記
念
誌 

神
道
政
治
連
盟
和
歌
山
県
本
部 
様 

・
二
葉 

№
一
四
六 

広
島
県
神
社
庁 

様 

・
三
重
県
神
社
庁
報 

第
一
四
四
号 

三
重
県
神
社
庁 

様 

・
山
形
縣
神
社
廳 

廳
報 

第
一
四
五
号 

・
山
形
県
神
職
保
護
司
会 

設
立
三
〇
周
年
記
念
会
報 

山
形
県
神
社
庁 

様 

・
徳
島
県
神
社
庁
報 

第
一
七
一
号 

徳
島
県
神
社
庁 

様 

・
庁
報
か
な
が
わ 

第
一
一
九
号 

神
奈
川
県
神
社
庁 

様 

・
長
崎
県
神
職
保
護
司
会 

 
 

創
立
三
十
周
年
記
念
誌 

長
崎
県
保
護
司
会 

様 

・
國
學
院
大
學
学
報 

№
七
〇
八 

國
學
院
大
學 

様 

・
北
海
道
神
社
庁
報 

第
一
二
六
三
号 

北
海
道
神
社
庁 

様 

・
埼
玉
県
の
伊
勢
講 

埼
玉
県
神
道
青
年
会
会
長 

鈴
木
智
之 

様 

以 

上 
 

支
部
役
員
改
選
報
告
関
係 

神
社
庁
定
例
表
彰
内
申
関
係
な
ど 

提
出
忘
れ
が
無
い
よ
う
御
注
意
！ 


